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互いに足を（ヨハネ13:12-20）
　
スペインのある青年がアメリカンドリームを目指して、一生懸命、船代のために仕事をしギリギリ船のチケットを手に入れることができました。それで精一杯だったので、アメリカに着くまでの１週間は断食をすることにしました。そのあとアメリカンドリームが待っているので、それくらいは我慢できるとチケット１枚で船に乗り込みました。そのチケット１枚の中に１週間の船旅の間の食事や遊び、船の中にあるすべてのことに使えるものが全部入っているということを知らないで、ただ船に乗るだけだと思い１週間ものすごく苦労しました。でも、明日にはアメリカに着くだろうと思っていたときに、船内放送が流れました。「台風によって遠回りをするので３日ほど延期します」。それでもう死ぬ覚悟で食堂に行きいっぱい食べてから「おいくらですか」と聞きました。「チケットをお持ちではないでしょうか」「とにかくいくらですか」「チケットを持っていないのですか」「持っていますよ。持っているから船に乗れたでしょう」「そのチケットの中に食事代が全部含まれていますけれども」と言われてがっかりしたという話を聞いた覚えがあると思います。つまり、価値あるものなのに、その価値がわかっていないとだいぶ損をしてしまうし、また失態を招いてしまうと言う話ではないでしょうか。特にクリスチャンの私たちがこれからこの世において、特に皆さんのそれぞれの現場において必ず勝利するようになっているのに、残念ながらクリスチャンとして大事にすべきこと、本当にこれは尊い、価値あるものだと思うべきものがよくわからなくて、その価値がわからないがゆえにその祝福、答えを逃してしまう残念なことがあるということを覚えていただきたいと思います。クリスチャンとして大事にすべきこと、貴重なものの価値がわかって尊く見ることさえあれば、皆さんの現場において神様のわざが現れ光り輝くようになります。そのことを覚えて、特にクリスチャンの私たちが尊く思わないといけないもの、また大事にしなければいけないもの、本当に価値を正しく理解しないといけないものは教会です。それなのに残念ながら多くのクリスチャンが教会がどれほど価値あるものなのかがよくわかっていないので、教会がどれほど尊いところなのかよくわかっていないので損してしまい、現実において神様が備えていらっしゃる祝福を体験することが延期されてしまうのです。今日、この礼拝をとおしてその祝福をぜひ回復していただきたいと願います。
イエス様が汚い汚れた足をタオルを腰に巻いてひとりひとり洗ってあげました。最後の最後まで弟子たちを愛し、その世にいる間、彼らの弱さや汚れなどでさえイエス様が全部背負って洗ってくださる、イエス様の止まらぬ愛を示されそのあとおっしゃったことです。私があなたがたにしたように、私が主しょう。私は先生と呼ぶでしょう。だから、私がやったくらいであれば聖徒、またしもべと呼ばれているあなたがたは当たり前なことでしょう。互いに足を洗いあいなさいとおっしゃいした。これがどんな意味なのかということを今日考えていきたいと思います。それほど教会は貴重な存在であり、尊いところなのだと言う意味です。皆さんが思っている以上、何百倍以上、教会と言うところは尊い貴重なところです。ですから、そこが正しく見えてこないと勝利は中々期待できません。勝利したいと言う願望はあるかもしれませんが、思いどおりに行きません。皆さんの心の中に教会と言われたときに「なるほど。尊いもの。貴重なもの。美しいもの。大事にしなければいけないもの」と思うように、教会に対する理解、イメージが皆さんの心に刻み込まれなければいけないと思います。それなのに多くのクリスチャンが教会のこと、クリスチャンのことを上辺で見て、すぐイメージして判断してしまいます。昨日も地域で礼拝をするときにお話をした覚えがありますが、今ここに携帯があります。これはケースです。これを携帯だと言うのは間違いありません。これはコップではなく携帯に間違いありません。でも、だからといってこれが携帯だと言って終わってしまうと、本当の携帯は中にあるソフトでいろいろな機能があります。それがまったく見えなくなるようにこれが携帯だと思い込んでしまうと、それは間違いではないのですが嘘より悪いかもしれません。意味がわかりますか。上辺を見てそれがすべてであるかのように判断し、そのように思い込みそのイメージを持っていると、氷山の一角に過ぎないものによってそれより大きな豊富な内容があるのに、本当の裏に隠れているものを見逃してしまう可能性があります。多くのクリスチャンが教会生活に成功できない。また教会をとおして祝福されていない理由のほとんどが上辺を見てそれがすべてであるかのように自分なりに決めつけることではないでしょうか。それによって皆さんの中にイメージされている教会像というものがあれば、それは今日限りで全部修正していただきたいと願います。神様は今私たちにこのようにおっしゃっています。教会はそのようなところではありません。教会はキリストの血を代価として払われて買い取られた尊いものだとおっしゃっています。教会は建物とか空間ではありません。イエスがキリストだと信じて、その信仰を告白するすべての人、その群れ、ひとりひとりを教会と言います。その群れが集まって教会としての祝福や役割をまっとうするための空間があればそれもすばらしいところになります。教会はものではありません。キリストの血を代価として払われて買い取られた尊い存在です。値段がどれくらいなのか想像できますか。イエス・キリストの血潮が値段です。なにと比べることができるのでしょうか。教会より尊い高価なものがどこにあるのでしょうか。ルイ・ヴィトンでしょうか。アルマーニでしょうか。教会はそういうものです。その教会が皆さんひとりひとりなのです。今聞きながらもうれしいとは思うのですが、実際にそんなに高価なのかとどこかで思うかもしれません。だから、メッセージを最後まで聞かないといけません。
そして、聖書にはこのようにも教会を指して語っています。キリストの体なる教会。そこでキリストと言うのはこれから来られると預言されていたキリストではなく、実際に来られてすべてを完成なさり、悪魔、暗闇の勢力を打ち破って勝利なさった万軍の主となられたキリストです。天の御座に今座っていて世界を動かしていらっしゃるし、ひとりひとりの人生の生死、災い、不幸、祝福を全部動かしていらっしゃるキリストの体であると言われています。キリストの体とはどのような意味なのでしょうか。キリストが頭であると言う意味です。頭と体は引き離すことのできない、切り離すことができない、一緒にくっついている、一体化されている、つまり、クリスチャン、教会の価値はどれほどなのかというとイエス様と同じ価値なのです。それがキリストの体という表現から読み取れるものです。それでひとりひとりに対してもこのように宣言しているでしょう。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることをわかっていないのか。これが教会です。この世のどこに、世の中のどんなに偉い人だからといってこのように呼ばれる者がいるのでしょうか。あなたは神の神殿です。これが教会です。なんと素晴らしいのでしょうか。皆さんが上辺を見て、また教会のいろいろな外側ばかりを見て、クリスチャンひとりひとりの表面の人間的な条件やレベルなどを見て、教会を勝手に決めつけてはいけません。それは教会のすべてではありません。携帯のケースのようなものです。今どんなに弱々しいものであっても神の神殿と呼ばれ、実際に神の神殿となっている尊い存在、なにものにも比べることができない大事なものです。なにがあっても滅びることがないように永遠の永遠まで神の霊が宿っていて、その人の存在そのものを根本から変えられ違うものにされました。古いものは過ぎ去って新しくなっています。人間の本質というものは内側の霊によって決められます。外側がどうなのかはそんなにたいした問題ではありません。内側に聖霊が宿る、神の霊がいつまでも永遠に離れることなくともにおられる存在なので、それを教会と呼びます。

それがまたなぜそのような形、存在になってしまったのかというと、裏返しますとそうならない限りは、そのような状態でなければ霊であられる神様、祝福の基であり救い主である、希望の希望である、いのちのいのちである、その真の神様と地上とをつなぐことができないのです。つまり、教会と言うのは教会それ自体が尊いもの、大事な存在であると同時に、教会はなぜ尊いところなのかというと、今も滅びるしかないこの世、暗闇の力に覆われて何が何だかも知らないままさまよい続け、無駄な動きを何百年、何千年も繰り返しやっている希望のないこの世において、唯一希望になる存在なのです。これが教会です。それでイエス様は教会のことを「あなたがたは世の光」だとおっしゃいました。それはあなたがただけがこの世の希望だということです。ある国では今、内戦が続いているし、ある国では鉱山が崩れて何百人が死んでしまい、ある国では船が沈没して大きな事件となり、またそのようなビッグニュースがなくてもそれぞれの家庭、ひとりひとりの個人の心の中を虚しくなっており、飢え渇きを覚えてどうにもならない状態がひどくなる一方のこの世の中のどこに希望があるのでしょうか。教会は唯一希望です。なぜかというと教会はこのような信仰告白をする人の群れです。「この人類に、また人生にはキリストの他に希望はありません」。その告白ができるひとりひとり、その群れが教会です。世の中にキリストの他に希望はあるのでしょうか。繰り返して皆さんに申し上げているし、また強調しても足りない内容はキリストの他に希望がないと言うメッセージです。それが皆さんの心の中に伝わらない限りはメッセージが通じません。自分自身がどれほど尊い存在なのかがよく見えてこないし、環境や状況や人間的な条件によっていつも振り回されます。もうこれからはそのようなことはごめんにしましょう。キリストの他には希望はありません。今の総理より十倍、百倍ぐらい優秀な人間が政治家になったとしてもそこに希望がないと言うことは歴史が証明しているのではないでしょうか。それが悪いと言う意味ではありません。必要でないと言うことでもありません。世界、社会を維持するために政治家は必要です。ただそこに希望はありません。医学が発展するからそこに希望があるのでしょうか。医学というものは昔と比べるとどれほど輝かしい発展でしょうか。だからといって世の中が変わったでしょうか。少し昔より寿命が延びたのかどうかわかりませんが、寿命が延びたからと言って幸せでしょうか。国はもう困っています。私ではありませんが、官僚の人々は本音で言いますと早く死んでもらいたいと言う気持ちかもしれません。予算の組み替えがものすごく困難で難しいのです。消費税がなぜアップしたでしょうか。年寄りが多くなっているからです。簡単な話です。これから10％、20％に上げるしかありません。どちらがいいか悪いかの話ではありません。どこに希望があるのでしょうか。クリスチャン、教会と言うところは周りから見たときには宗教のひとつに見え、だからそのような基準でよい悪いと評価するかもしれません。でも、それを参考にしますが振り回されてはいけません。教会はこの世の唯一の希望、キリストを持っているし、そのキリストを告白しているところなので貴重なところです。

礼拝の前にいつも聖餐の告白をしています。これからは礼拝が終わる頃にまた聖なる宣言と言うことで、聖宣をしたいなと思います。キリストのほかに人類、人生の希望はありません。イエス様こそがそのキリストです。私たちはイエスの霊が宿っている神の子どもです。この世にキリストの他に希望はありません。だから、私たちの存在の理由は世にキリストを伝え、神の国を建てること、それだけです。いつも宣言しないといけません。これが教会です。他の部分においては未熟な部分があるかもしれません。それは教会の本質ではありません。もちろんそれも成熟していかないといけない課題ではありますが教会の本質を正しく理解しないといけません。そして、それをとおして他の部分がどうであろうが絶対的に尊い貴重なところ、存在だということを忘れてはいけません。教会の他には日本の希望はありません。国会が、市役所が、どこかの部長が、会社が必要であることは否定しません。けれども、もし教会がなければ日本の国に希望はありません。教会と言う看板ではありません。昨日もどこかを通るときに○○教会と書いてあってびっくりし、またうれしい気持ちになりました。日本ではあまり見られないので見ていたら、どこかの仏教のお寺みたいなところが教会と出しています。そのようなことではなくキリストの他には希望がありませんと告白する群れ、ひとりひとりが教会です。そして、その唯一の希望であるキリストを内側に抱え、そのキリストが内側に宿っていらっしゃる存在が教会です。まず教会の本質は今申し上げましたそのような内容です。だから教会は皆さんが考えている以上に貴重な存在であり、尊いところであり、大事なものであることを覚えていただきたいと思います。
しかし、それにもかかわらず実際的に現実を見ますととても弱いところでもあります。教会であるにもかかわらず、このように尊い存在でもあるにもかかわらず、いまだに未熟な面があるときにそれが弱さとして現れる場合もあります。時間もかかるかもしれません。だからといって教会が大事な尊いところではないわけではありません。そこを勘違いしないようにしてください。教会はいろいろな未熟な人、未熟さがあふれるところかもしれません。それでよいと言うことではありません。それを改善して行くべきでしょうが、それは本質ではありません。未熟さがあります。またひとりひとりを見たときも教会全体を見たときにも弱点がたくさんあるかもしれません。いろいろな弱さを抱えているかもしれません。それでときにはその未熟さと弱点と弱さ、あるいはいろいろなまだ癒えぬままの傷を抱えている場合もあります。それでよいとは言いませんが、それが現実です。それが教会の一面であり、見える教会の在り方でもあります。そのようなことをとおして失敗をし過ちを犯す時もあります。それを合理化したり、それでもよいとは言いたくありません。けれどもそれが教会です。聖書を見ていても初代教会、テサロニケ教会、コリントの教会、エペソの教会、ピリピの教会、いろいろな教会が紹介されていますが、なんの弱さもなければ手紙などはいらなかったでしょう。でも、様々な弱さや問題があったので手紙を書くしかありませんでした。とても尊いであると同時に、とても弱いということも現実です。しかし、このような弱さを抱えているにもかかわらず教会は尊い貴重な存在、この世のために希望になる唯一の存在であることには間違いありません。

ですから、教会内での最高のルールは互いに汚れている足を洗い合うということになります。それを覚えておいてください。世の中にはそのようなルールはありません。それはイエス様の愛がなにかわかっていないからです。私たちは頭の中で教会はすばらしいところだと思います。しかし、現実に目に見える、私たちが肌で感じるのはいろいろな弱さや弱点、未熟さでしょう。そこで皆葛藤を覚え、試みにあったりつまずいたりダウンしてしまったり、あるいは裁いてしまったり喧嘩をしてしまったりといろいろなことに走るでしょう。それは間違いです。だから、まず初めに教会は他の何ものとも比べることができない特別な存在であり貴重なところです。なぜでしょうか。世のための唯一の希望だからです。世の中がすべて不治の病、癌にかかっているのに教会しかその薬を持っていないと考えてみてください。その薬を持っている者の手が汚れていたからと言って、その薬が大事ではないでしょうか。「もう手が汚れているからその薬はいらない」と言えるのでしょうか。言う場合でしょうか。教会はそのようなところです。キリストの他に希望はありません。それなのに弱さがあってときには倒れる時もあります。自分のレベルと比べたときにいろいろな異なる水準、レベルがあるところが教会です。また教会はなにかの基準を設けて、それにパスする人だけが集まるグループやサークルではありません。民族の制限もありません。年の制限、学歴の制限、また精神的なレベルの制限も、人格の制限もありません。だれでもどなたでもイエスを信じる者は。それが教会です。ですから、いろいろなことがあったり、まだ未熟なのでいろいろな弱さが見えるのが教会です。だから、そこでつまずくための材料ではなく、だからこそそれにもかかわらず尊いことに間違いないので、最後のルールは愛のおきてです。試みにあったり、罪に定めたり、裁いたり喧嘩したり、逆に自分でつまずいて倒れたりするようなところではなく、互いに汚れた味を洗い合うところが教会です。それが教会の最高のルールです。イエス様は今そのことをおっしゃっています。私があなたがたの汚れた足を洗ってあげたでしょう。その自分自身に止まらないイエスの愛が同じ神の子ども、同じ教会、同じイエス様をキリストとして告白する者であればその人にも止まらないはずです。その止まらないイエス様の愛、最後の最後まで終わらないイエス様の愛をもってお互いをケアする、フォローするというのがルールです。どちらがよいのか悪いのか、だれが正しいのか正しくないのかということを言いたいし、それできちんとけじめをつけたいのでしょうがそれは教会のルールではありません。教会ではいらないものであるし通用しません。多くの方々が幸い神様の恵みによって救われたにもかかわらず、今までのルール、常識によって生きてきた者は自分なりに常識に豊富で、常識をしっかり守っていたかもしれません。できるだけ私たちも常識を守るようにしないといけないでしょうが、それを教会の中に持ち込んで教会ルールにしようとすると合いません。教会のルールは常識ではありません。道徳と倫理でもありません。互いに足を洗い合うということです。これは格好をつけて「足を洗いましょうか」と言う話ではありません。教会の最高のルールです。
また、律法、何かの決まり、規定、法律などがあります。世の中ではそのようなことで秩序を守ったりいろいろします。その法律で言いますと弱さなどによる失敗や過ちなどに対してはそのルールにのっとってやるしかありません。きちんと片づけられて整理はしやすいかもしれません。でも教会は尊いところ、この世のための唯一の希望なのでそれによって片づけられたら大変なことになります。だから、その律法や法律も教会のルールにはなりません。教会では通じないものです。

また、それぞれ自分なりに生きてきた中で自分のスタイルというものがあります。自分のルールというものがあります。全部世の中のものでしょう。そのようなものを教会に持ち込んで教会の信徒同志にいろいろな弱さが見られたときにそれを適用しようとします。だから、トラブルになったり自分もつまずいて相手を傷つけたり、教会全体が弱くなっていきます。話は皆正しい最もな話でその声が大きくなって叫ばれているのに、教会は弱まりどんどん衰退していくと言うことになります。それは罪です。だから、覚えていてください。イエス様はややこしいいろいろなルールをおっしゃったわけではありません。お互いに愛し合いなさい。つまり、お互いに足を洗い合いなさいと言いました。それがルールです。皆さん、教会でどうすればよいのでしょうか。特に信徒同志どうすればよいのでしょうか。このルールにのっとってやってください。そうするために、なぜこれがルールなのかをいつも背景に持って思い出していないといけません。表面ばかりを見てすぐに興奮したり決めつけたりしないでください。弱さを見て失敗、過ち、表面ばかりを見てすぐに判断に走らないでその裏を見てください。もしこの人がイエスのものであれば今このような過ちや失敗があるにもかかわらず、弱さがあるにもかかわらずこの世に唯一の希望であるキリストを持っているものではないのか。それがゆえにこの人は尊い存在で大事にしなければいけないのではないかがルールです。それ以外には理由がありません。私たちはこの最高のルールをしっかりと心から理解し守るときに、皆さんが騒いで伝道しなくてもこの暗い世に向かって光が照らされるような門が開かれるようになります。それが本論で、教会の本分です。この世に光を照らす教会の本分を邪魔するようなことであれば、どんな理屈、どんな立派な理論であってもそれは邪魔です。教会が存在する理由、なにもしなくても教会そのものが尊いのです。しかし、その尊さを裏返しますとこの世に唯一な希望。キリストを持っている存在、群れです。それが尊さに基準です。ですから、そのことのためになにが最善なのか。互いに足を洗い合うことです。汚れが見えるのでしょうか。失敗が見えているのでしょうか。どうすればよいでしょうか。だから、キリストであるイエス様が必要なのです。だから、今もイエスの愛の他にこの人に答えはない。この人がイエスの止まらない愛に乗るように、イエスの止まらない愛に気づいてもらうために話しかけたり、状況を見ながら我慢したり、お祈りをしてあげたりするような姿勢がクリスチャンの姿勢であり、それが唯一最高のルールです。多くの人が勘違いしています。だから、教会の中では自分スタイルで声の大きい者は絶対に成功できません。学校の教師をしているものは教師のやり方で教会の中に入ってやろうとします。また法律家は法律をやっているかのように教会の中でやろうと。また行政をやっている公務員は公務員のやり方でやろうとします。教会はそれが通用しません。それはそれぞれの現場で参考してやるものであって、教会はそうではありません。クリスチャン同志は互いに足を洗い合うこと以外にはルールはありません。なぜでしょうか。あんなに弱く、あんなに失敗をしたのに。そうです。そんなに失敗をしていてもこの人の他には唯一の希望であるキリストを伝える者が存在しません。優秀で穏やかで人格的に均整が優れている国会にいる方々はキリストがないからキリストを伝えることができないので、弱々しくて倒れていてもこの人しか希望がないので大事にしないといけません。それが教会です。普通の道徳的な感覚や常識の感覚でそれを受け取ってはいけません。教会は教会本来の道に歩むようにならないといけません。教会は集まって大丈夫なのかと言い合って終わるところではありません。そのためであれば天国に行った方がよいです。いつこの現場、世に向かってしっかりその働きができるかひとりひとり時刻表はあるでしょうが、いつも基準と目標は教会、クリスチャンであれば神様がそのすべてを与えられているので暗い現場、世に、さまよって滅びていく、苦しんでいる世に向かってキリストを伝えてこの世を生かす存在です。それが目標です。いつでもどんなクリスチャンでもそうです。それに妨害になる理屈があれば全部策略です。そのような基準をしっかり持ってください。ついつい私たちは感情的、感傷的、同情的、人間的な情けで見てしまいます。それは必要なのですが知恵をもってその場その場で参考にするものであって基準ではありません。そのようなものに振り回されていてはクリスチャン本来の歩むべき道を歩めません。いつも試みにあったり、自分なりに自分の頭の中でこんがらがってしまったりすることばかりです。そうする暇も理由もありません。互いに足を洗い合う、イエスの止まらない愛。それでもう終わりです。どうすればこの尊いクリスチャンが現場で暗い世の中において光を放つことができる存在として進んで行くことができるように手伝うことができるか。それがすべてです。その理由を持っていない限りは倒れているもの、失敗を犯している者に対して足を洗いなさいと言う話自体が理解できません。「なんであんな人間に」と思うでしょう。あんな人間ではなくて教会。あんな人間でも、腹は立つでしょうが今の暗い世の中にお医者さんはキリストを伝えられないのにこの人の中にキリストがいらっしゃるからこの人は大切な存在なのだ。だから、人間的には能力はなくてもこの人の足を洗うこと以外にはルールはありません。大事にすること以外にはありません。そして、そのことのために自分の弱さのゆえに聖霊充満を求めるしかありません。なにが大事なのか、なにが貴重なものなのかわかっていないと道を外れ損してしまうようになります。自分なりにはきちんと正しくやったつもりでもです。「これが正しい」と大きな声を上げてやったつもりでしょうが、残るのは傷しかありません。残るのはシャープな剣しか残りません。教会はそのようなところではありません。
皆さん、イエス様が互いに足を洗い合いなさいとおっしゃっている意味が理解できたでしょうか。教会は今でもいろいろな弱さを抱えている人が集まるところです。だんだんと変わっていくでしょうが、表面から見えるものの裏には本質があります。キリストが血を代価として払われて買い取られた者です。だからこそ、その人以外にはこの暗い世の中に希望はありません。それを見ていてください。つまり、福音と伝道を絶対的な基準に据え置かない限りは正しい判断、また神様のメッセージが理解できません。今日の礼拝をとおして皆さんが何を基準にしていらっしゃるのか気づいてください。人を何を持って判断するのでしょうか。特にクリスチャン同士、なにを持って判断するのでしょうか。自分と合わないもの、間違っている者に対して中々、我慢できないでしょう。なにか言ってやらないと耐えられないでしょう。なぜでしょうか。その人が尊い教会で、その人をとおして伝道の働きがなされる存在、天と地をつなぐ存在であると言うことがわかっていないからです。そして、伝道の他には世に希望はないと言う答えが皆さんに無いからかもしれません。だから、伝道の他に大切なものはありません。それが基準です。それを基準に据え置いてから考えてみてください。すべての判断が変わるでしょう。
そうすると、皆さんが教会生活に必ず成功します。それに成功すると門が開かれます。人を勝ち取るようになります。人生の成功は成功の人がくっつくということです。よく考えてください。今日のメッセージをもってこれからこのようにしてください。まずそのためには自分自身が止まらないイエス様の愛にいつも乗り、それを味わう体質にならないといけません。皆さんの汚れがいつもイエスの止まらない愛によって洗い流されることを毎日毎回経験していないといけません。なにが良心の呵責であり罪責感であり、どんなルールにのっとって自分自身を責めたりダウンしたりするのでしょうか。全部嘘です。皆さんの弱さや失敗、その程度の大小に関係なくそれは、イエス様の愛を思い出し、そこにすべてをまかせ全部ふるい払って前向きに感謝とともに福音宣教に向かって進んで行くことに過ぎないものです。いつでもどんなときでも。10回あるとき7回くらいはそうするけれども、10回全部をそうするのはあまりにも図々しくないかと思うのはその分やられてしまいます。最後の最後まで残りの3回までイエスの愛でないとしょうがないからイエス様は足を洗ったのではないでしょうか。皆さん、自分自身で自分の人生、弱さ、過ちをどうにかできる存在だと思っているのでしょうか。それは高慢であり勘違いです。小さな過ちであっても死ぬときまであるでしょう。それもイエスの十字架の愛のほかには解決の方法はありません。皆さんが悩むような項目ではありません。覚えていてください。そのような意味では、律法の目から見たときには図々しくなるしかありません。それこそ信仰ではないでしょうか。

それから、もう一つ。これから皆さん、このような足を互いに洗い合うルールに乗って成功するためには自分自身の人生の目標、方向を伝道に縛り付けて固定させましょう。そうでないと中々、なぜ足を洗うのかが理解できません。ただ自分の人格にのっとって、自分の心のキャパシティの中でどうにか勘弁してあげるかと思うくらいでしょう。それはあとで胃の病気になります。そうでなくて理由があるでしょう。教会だから、表面を見るとこんな人間がいるのかと思っていても、この人の中にいる、この人の人生をとおしてのみ世の中が明るくなるようになっているのです。だから、少し表現が変ですが仕方がなく伝道のゆえにこの人を許すしかありません。この人を大事にするしかありません。よその人を見たときには、教会の人と比べたときにずっと関わりやすいしありがたいのですが、でもこの人は。理由は伝道のためです。伝道のために今地球は動いています。だから、皆さんの人生が伝道に方向が定まっていないと人生そのものがぐちゃぐちゃになっているということを忘れないでください。皆さん、互いに足を洗い合う理由をここで見つけないといけません。ここで思い出さないといけません。
それで、道徳、倫理、常識、法律などを超えて行かないといけません。教会のルールは何でしょう。互いに足を洗い合う。他のルールは通用しません。なにかこれだ、あれだと言いたい方は、家に早く戻って布団をかぶりそこでわーっと言って外にそれが漏れないようにしてください。それから、今現在、信徒同志、教会をとおしてなにか引っかかっているもの、何かからんでいるものがあれば全部解かすようにしてください。それは今まで教会がどれほど、またなぜ大事なのかが実際にはよくわかっていなかったがゆえにできてしまったものです。だから、それを全部解いてすっきりするようにしていただきたいと思います。そして、もっと積極的な意味で互いに足を洗い合いなさいというのは互いのためにこれから積極的に祈ってあげるクリスチャンになりましょう。何を祈るのでしょうか。目標は今赤ちゃんでも同じです。赤ちゃんが伝道できるでしょうか。でも赤ちゃんは伝道のために生まれたものでしょう。赤ちゃんが、この信徒さんが、あの勧士さんが正しく伝道者としてしっかり立つようにというのが祈りです。そのために今現在汚れていれば足を洗うしかありません。今現在、訓練が必要であれば訓練をしっかりフォローするしかありません。その目標をもって積極的に祈ることです。今精神的に患っているからあの人は伝道とは関係ないと思わないで、教会であれば全員、伝道のために召されています。だからこそ意味があるのです。だからこそ価値があるのです。それを見据えてそうなるように祈ってあげなければいけません。ただ今はこのような状態なのでそれに向かって今なにが必要なのかと言うことを祈りそれをフォローしていくことでしょう。難しくありません。自分自身に対しも同じです。それをこれから心がけていただきたいと願います。教会は尊いところです。皆さんひとりひとりも尊い存在です。皆さんの周りにいる兄弟姉妹が尊い大事な存在です。最後にもう一度聞きましょう。なぜでしょうか怒らないで、罪に定めないで、裁かないで、憎まないで、また試みに遭わないで足を洗ってあげるしかない尊い存在、大事な存在です。なぜでしょうか。唯一、伝道できる存在だからです。その理由をいつも覚えてください。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日もひとりひとりイエス・キリストを救い主と告白している群れがどれほど大事な存在なのか、なぜ尊い存在なのかを霊的な意味で教えてくださりありがとうございます。今まで私たちが持っていた肉体的な基準を振り払って、この福音と伝道を堅い基準にして見ることができ、その尊さが見えてきて互いに足を洗い合うすばらしいクリスチャンとして、また教会生活に成功する者にして、この世の現場において光り輝く存在にしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
1

